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1 

  PD
M

バ
ー

ジ
ョ

ン
4
上

の
活

動
 

実
績

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

1：
 コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を
ベ

ー
ス

と
し

た
子

供
の

成
長

促
進

活
動

が
強

化
さ
れ

る
 

1.
1 

市
レ
ベ
ル
で

G
M

P
＋
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
開
発
す

る
 

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ベ
ー
ス
と
す
る
子
供
の
成
長
促
進
（

C
B

C
G

P）
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス

が
20

03
年
に
結
成
さ
れ
、
そ
の
後
四
半
期
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
同
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
は
、

LD
H

M
T
職
員
に
加
え

、
中
央
保
健
省
の
行
政
官
や

N
G

O
等
の
パ
ー
ト

ナ
ー
機
関
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
同
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
実
務

レ
ベ
ル
の
情
報
共
有
や
、
関
係
者
間
の
連
携
強
化
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

 
C

B
C

G
P
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
傘
下
の

技
術
委
員
会
が
、

20
03

年
に
子
供
の
成
長
促
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
M

P+
）

の
実

施
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
、

栄
養

普
及

員
マ

ニ
ュ

ア
ル
、

栄

養
普

及
員
の

研
修

ガ
イ

ド
を

作
成

し
た

。
G

M
P+

の
実

施
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
は

、
20

06
年
に
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
協
議
さ
れ
た
上
、
改
訂
さ
れ
た
。

  

1.
2 

能
力
構
築
を
実
施
す

る
 

 
20

02
年
の

LD
H

M
T

及
び
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
を
対
象
と
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
後
、

20
03

年
か
ら

20
06

年
ま
で
毎
年
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
健
活
動
の
監

督
・
管
理
を
担
当
す
る
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
を
対
象
に
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
健

サ
ー
ビ
ス
」
の
研
修
が

実
施
さ
れ
、
の
べ

55
人
が
研
修
を
受
講
し
た
。
研
修
後
、
こ

れ
ら

職
員

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
保

健
調

整
員

（
C

om
m

un
ity

 H
ea

lth
 C

oo
rd

in
at

or
s:

 
C

H
C
）
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
（

C
H

W
）
や
栄
養
普
及
員
（

N
P）

の
養
成
、
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
健
活
動
の
調
整
、
指
導
、
監
督
業
務
に
従
事
し
て

い
る
。

 
 

本
件
評
価
時
ま
で
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
内
の

6
つ
に
地
区
に
お
い
て
、
合

計
76

4
人
の

C
H

W
及
び

N
P
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
健
調
整
員
に
よ
り
養
成
さ
れ
て

い
る

1 。
  

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ

ー
 

フ
ェ

ー
ズ

 
1  

フ
ェ

ー
ズ

2  

合
計

 
  

ジ
ョ
ー
ジ

 
75

77
15

2
カ
ニ
ャ
マ

 
49

97
14

6
ン
ゴ
ン
ベ

 
25

74
99

チ
パ
タ

 
25

77
10

2
チ
ャ
ワ
マ

 
50

92
14

2
ム
テ
ン
デ
レ

 
48

75
12

3
合

計
 

27
2

49
2

76
4

 
 

各
ヘ

ル
ス

セ
ン

タ
ー
で

は
、

C
H

W
、

N
P、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

保
健

調
整

員
の

間
で

月

例
の

G
M

P+
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
が
開
か
れ
、
現
場
で
の

G
M

P+
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
実

施
状
況
の
報
告
や
そ
の
他
情
報
の
共
有
が
図
ら
れ
て
い
る
。

  
 

各
地
区
に
お
い
て
、

C
H

W
及
び

N
P
対
象
の
再
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
リ
フ
レ
ッ

シ
ャ
ー
研
修
）
が
、

20
02

年
9
月
か
ら

20
06

年
3
月
ま
で
は
毎
月
、

20
06

年
4
月

か
ら
は
四
半
期
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
1  英
文
合
同
評
価
報
告
書
で
は
、
異
な
る
出
展
を
用
い

77
0
人
と
し
て
い
る
が
、
よ
り
正
確
と
考
え
ら
れ
る
各
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
が
管

理
す
る
台
帳
に
主
と
し
て
依
拠
し
、
和
文
報
告
書
作
成
に
当
た
り
修
正
し
た
。

 

 

2

P
D

M
バ
ー
ジ
ョ
ン

4
上

の
活
動

 
実
績

 

1.
3 

2
歳
未
満
児
を
登
録

す
る

 

 
20

02
年
か
ら

20
04

年
の
間
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
、
ン
ゴ
ン
ベ
、
チ
ャ
ワ
マ
、
カ
ニ
ャ
マ

地
区
に
お
い
て
全
戸
調
査
を
実
施
し
、
地
区
内
の

2
歳
未
満
児
す
べ
て
が
登
録
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、

C
H

W
や

N
P
が
地
域
の
乳
幼
児
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
と

な
り

、
G

M
P+

の
不

参
加
者

・
脱
落

者
に

対
す
る

フ
ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

活
動

等
、

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し
た
。

 
 

更
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
健
調
整
員
と
と
も
に

2
歳
未
満
児
の
登
録
制
度
の
活
用
方

法
を
見
直
し
、
各
手
順
の
簡
素
化
を
図
っ
た
。

20
06

年
に
は
、
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、
ン
ゴ
ン
ベ
、
ム
テ
ン
デ
レ
、
ジ
ョ
ー
ジ
地
区
に
お
い
て
全
戸
調
査
を

行
っ
た
。

 

1.
4 

G
M

P+
と
フ
ォ
ロ

ー

ア
ッ
プ
活
動
を
実
施
す
る

 
G

M
P＋

は
、

6
つ
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
管
轄
地
域
の
中
の
合
計

78
箇
所
に
お
い

て
、
原
則
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
子
供
の
体
重
測
定
に
合
わ

せ
、
保
健
教
育
や
栄
養
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
大
豆
食
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
リ
フ
ァ
ー
ラ
ル
、
予
防
接
種
や
家
族
計
画
、
ビ
タ
ミ
ン

A
等
微
量
栄
養
素
の

投
与
、
駆
虫
薬
の
投
与
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
統
合
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
る
。

 

1.
5 

G
M

P+
脱
落
者
と
低

体
重
児
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
の
た
め
の
家
庭
訪
問
を

行
う

 

 
G

M
P+

の
脱
落
者
や
低
体
重
児
を
抱
え
る
家
庭
に
対
し
て
、

C
H

W
や

N
P
は
家
庭
訪

問
を

行
い

、
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ
を

実
施

し
た

り
、

G
M

P+
へ
の

継
続

参
加

を
促

し
た

り
し
て
い
る
。
但
し
こ
れ
ら
家
庭
訪
問

も
無
報
酬
で
あ
る
た
め
、
そ
の
頻
度
は
、
各

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
個
々
の
都
合
や
活
動
へ
の
意
欲
、
ま
た
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
側
の
管

理
支
援
体
制
等
に
影
響
さ
れ
て
い
る
。

 

1.
6 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対

し
て

G
M

P+
を
促
進
す
る

 
G

M
P+

セ
ッ
シ
ョ

ン
を

開
催
す
る

際
、

養
育

者
の

参
加
を
広

く
促

す
た

め
の
啓
蒙

活

動
は
、
毎
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
前
日
及
び

当
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い

る
。

  
 

G
M

P+
や
小
児
保
健
全
般
に
対
し
て
の
住
民
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、

20
04

年
と

20
05

年
に
は
各
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
管
轄
地
域
で
「
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
た
。
ま
た

20
05

年
に
は
「
大
豆
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
も
開
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
代
表
者
が
選
定
さ
れ
た
後
、
ル
サ
カ
市
全
体
で
も
コ
ン
テ

ス
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

  
 

養
育
者
に

G
M

P+
の
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
た
り
、
大
豆
レ
シ
ピ
を
普
及
さ
せ
る
目

的
で
さ
ま
ざ
ま
な

IE
C

教
材

(パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

T
シ
ャ
ツ
、
ポ
ス
タ
ー

)が
作
成
さ

れ
、
配
布
さ
れ
た
。

 
 

大
豆
レ
シ
ピ
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
（
調
理
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
）
は
、

G
M

P+
セ
ッ
シ
ョ
ン
あ
る
い
は
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
通
じ
て
、

N
P

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
国
家
食
料
栄
養
委
員
会
（

N
at

io
na

l F
oo

d 
an

d 
N

ut
rit

io
n 

C
om

m
itt

ee
: 

N
FN

C
）
か

ら
の
依

頼
を
受

け
、
対

象
地
区
以
外
の

養
育
者
に
対
し

て

N
P
が
大
豆
レ
シ
ピ
を
教
え
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

  
 

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ

ー
は

G
M

P+
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
開

催
す

る
の

に
必

要
不

可
欠

な
機

材

（
体
重
計
、
体
重
計
に
使
う
袋
、
薬
品
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
）

の
補
充
を
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
支
援
の
も
と
に
行
っ
た
。

 

1.
7 

G
M

P+
活
動
の
た
め

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

 

 
G

M
P+

セ
ッ
シ
ョ

ン
を

モ
ニ

タ
リ
ン
グ

す
る

た
め
に
、

「
改

善
の

た
め
の
パ

フ
ォ

ー

マ
ン
ス
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（

PA
I）

」
を
導
入
し
た
。

PA
Iは

、
LD

H
M

T
と
ヘ
ル
ス

セ
ン
タ
ー
職
員
が
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
四
半
期
ご
と
に
実
施
中
の

G
M

P+
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
巡
回
し
な
が
ら
各
活
動
の
質
を
評
価
す
る
制
度
で
あ
る
。

PA
I
の
結
果
を
も
と

に
そ
れ
ぞ
れ
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
へ

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
課
題
や
改
善
点
等
が
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、

改
善
に
向
け
た
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 

現
場
レ
ベ
ル
で
は
、
活
動
報
告
用
紙
が
導
入
さ
れ
、
毎

G
M

P+
セ
ッ
シ
ョ
ン
ご
と
に

そ
の
日
の
業
務
内
容
に
関
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
健
調
整
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

っ
て
合
同
で
記
録
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
レ
ポ
ー
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
の

３．活動実績表

－123－



  
3 

PD
M

バ
ー

ジ
ョ

ン
4
上

の
活

動
 

実
績

 

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
月
例
会
議
で
報
告
さ
れ
、
協
議
さ
れ
る
。

  

1.
8 

IE
C
活
動
を
通
じ

て
、
子
供
の
健
康
に
重
要

な
行
動
を
促
進
す
る

 

 
G

M
P＋

セ
ッ
シ
ョ
ン
等
に
お
い
て

C
H

W
や

N
P
が
用
い
る
フ
リ
ッ
プ
チ
ャ
ー
ト
や
、

養
育
者
等
を
対
象
に
子
供
の
「
危
険
な
兆
候
」
を
伝
え
る
た
め
の
ビ
デ
オ
等
の
視
聴

覚
教
材
が
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
教
材

を
用
い
た
健
康
教
育
手
法
に
つ
い
て
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
研
修
が
な
さ
れ
た
。

  
 

20
04

年
、

20
05

年
、

20
06

年
に
は

IE
C
教
材
の
開
発
方
法
や
ド
ラ
マ
を
通
じ
た
健

康
教
育
手
法
等
、
地
域
の
現
状
に
合
わ
せ
た

IE
C
活
動
に
係
る
研
修
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。

  
 

20
05

年
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
が

、
JI

C
A

が
毎
週
監
修
し
て
い
る
ラ
ジ
オ

番
組
内
で
紹
介
さ
れ
た
。

 
 

20
04

年
以
降
、
麻
疹
や
コ
レ
ラ
予
防
等
、
重
大
連
絡
事
項
が
あ
る
場
合
、
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
が
発
行
さ
れ

て
き
た
。

 

1.
9 

G
M

P+
活
動
の
情

報
・
経
験
を
共
有
す
る

 

 
四
半
期
ご
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
、

N
H

C
、

C
H

W
、

N
P、

EH
C

等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
健
調
整
員

が
ル
サ
カ
市
レ
ベ
ル
で
集
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
健
活
動
の
経
験
や
教
訓
を
共
有

し
、
議
論
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
本
件
評
価
時
ま
で
に
は
合
計

20
回
開
催
さ
れ
て

い
る
。

  
 

小
児
保
健
に
関
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
会
議
は
、
保
健
省
本
省
、
ド
ナ
ー
機
関
、

関
連

N
G

O
等

か
ら
の
参
加
を
得
て
、

20
04

年
3
月
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ

以
降
、

20
05

年
、

20
06

年
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
各
機
関
間
の
連
携
調
整
を
図

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
活
動
に
関
す
る
情
報
交
換
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

2：
 コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
ベ
ー

ス
と
し

た
環
境

衛
生
活

動
が
改
善
さ
れ

る
 

2.
1 

持
続
性
を
確
保
す

る
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
環
境

衛
生
委
員
会
の
能
力
を
強

化
す
る

 

 
フ
ェ
ー
ズ

1
で
実
施
し
た
環
境
衛
生
活
動
の
持
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ジ
ョ
ー

ジ
環
境
衛
生
委
員
会
を
対
象
に
、
環
境
衛
生
活
動
計
画
を
更
新
す
る
た
め
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

V
IP

ト
イ
レ
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
た
。

  

2.
2 

PH
A

ST
ガ
イ
ド

ラ

イ
ン
、
研
修
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
含
む
視
覚
教
材
）
を
開

発
す
る

 

 
20

04
年

1
月
に
は
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
結
成
さ
れ
、

PH
A

ST
の
ツ
ー
ル
マ
ニ
ュ
ア

ル
、

PH
A

ST
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

PH
A

ST
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
し
た
。

 
 

20
05

年
に
は
、
住
民
啓
蒙
活
動
で
活
用
さ
れ
る
た
め
の

PH
A

ST
情
報
ツ
ー
ル
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
（
視
覚
教
材
）
が
開
発
さ
れ
た
。

 

2.
3 

能
力
構
築
を
実
施

す
る

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
内
の

6
つ
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

合
計

24
名

の
PH

A
ST

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
養
成
さ
れ
た
。
主
に
各

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
環

境
衛
生
技
師
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
い
、
各
地
区
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

の
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

20
06

年
に
第
二
回
目
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
養

成
研

修
を

実
施

し
た

際
に

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

外
の

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ

ー
4

箇
所
（
バ
ウ
レ
ニ
、
カ
ム
ワ
ラ
、
プ
リ
ズ
ン
、
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ
）
か
ら
も
職
員
が
参

加
し
た
。

  
 

本
件
評
価
時
ま
で
に
合
計

31
6
名
の
住
民
代
表
が

PH
A

ST
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
、
環
境
衛
生
分
野
に
お
い
て
の
優
先

課
題
の
順
位
付
け
を
行
い
、
活
動
計
画
を

策
定
し
た
。
こ
れ
ら
参
加
者
が
各
地
区

EH
C
の
委
員
と
し
て
こ
れ
ら
活
動
計
画

を
実

施
す
る
責
任
を
担

っ
て
い
る
。

 

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ

ー
 

20
03

 
20

04
 

20
05

 
20

06
 

合
計

 

ジ
ョ
ー
ジ

 
 

28
28

チ
ャ
ワ
マ

 
 

30
25

55
チ
パ
タ

 
 

30
30

60

  
4

PD
M

バ
ー

ジ
ョ

ン
4
上

の
活

動
 

実
績

 

     
 

20
05

年
11

月
以
降
、
環
境
衛
生
に
関

す
る
再
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
リ
フ
レ
ッ

シ
ャ
ー
研
修
）
が

、
各
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
。

 

カ
ニ
ャ
マ

 
30

30
 

60
 

ン
ゴ
ン
ベ

 
34

24
 

60
 

ム
テ
ン
デ
レ

 
30

23
 

53
 

合
計

 
34

90
84

10
8 

31
6 

2.
4 

住
民
組
織
が
行
動

計
画
を
策
定
・
実
施
し
、

子
供
の
健
康
に
関
連
す
る

優
先
ニ
ー
ズ
に
対
処
す
る

た
め
の
支
援
を
行
う

 

 
PH

A
ST

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
策
定
さ
れ
た
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
各
地
区
の

EH
C

は
以
下
の
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
て
き
た
。

  

注
: E

H
C
は

20
05

年
の
ル
サ
カ
市
役
所
の
廃
棄
物
処
理
方
針
の
変
更
と
と
も
に
、廃

棄
物
関
連
活
動
を

取
り
や
め
る
こ
と
に
し
た
。
ル
サ
カ
市
で
は
、
現
在
、
民
間
業
者
に
よ
る
ご
み
収
集
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。

 

 
PH

A
ST

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
加
え
、
フ
ェ
ー
ズ

2
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
ヘ
ル
ス

セ
ン
タ
ー
を
対
象
に
、
環
境
衛
生
活
動

の
た
め
の
技
術
的
研

修
（

V
IP

ト
イ
レ
建
設
、

排
水
溝
建
設
、
病
毒
媒
介
動
物
・
虫
の
駆
除
）
が
行
わ
れ
た
。
フ
ェ
ー
ズ

1
で
既
に

経
験
を
積
ん
で
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
地
区
で
は
、
既
存
の
環
境
衛
生
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
と
評
価
の
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

  

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ
ー

実
績

 

ジ
ョ
ー
ジ

 
V

IP
ト
イ
レ
建
設
（

5）
、
住
民
啓
蒙
活
動
、
病
毒
媒
介
動
物
・

虫
の
駆
除
、

V
IP

視
察
活
動

 

チ
ャ
ワ
マ

 
V

IP
ト

イ
レ
建
設

（
10

）
、

排
水

溝
整

備
（

30
0m

）
、

病
毒

媒

介
動
物
・
虫
の
駆
除
、

V
IP

視
察
活
動

 

チ
パ
タ

 
V

IP
ト

イ
レ
建
設

（
20

）
、

排
水

溝
整

備
（

15
0m

）
、

病
毒

媒

介
動
物
・
虫
の
駆
除
、

V
IP

視
察
活
動

 

カ
ニ
ャ
マ

 
V

IP
ト
イ
レ
建
設
（

18
）
、
病
毒
媒
介
動
物
・
虫
の
駆
除
、

V
IP

視
察
活
動
、
廃
棄
物
処
理

 

ン
ゴ
ン
ベ

 
V

IP
ト

イ
レ
建
設

（
11

）
、

排
水

溝
整

備
（

40
0m

）
、

廃
棄

物

処
理
、
病
毒
媒
介
動
物
・
虫
の
駆
除
、

V
IP

視
察
活
動

 

ム
テ
ン
デ
レ

 
V

IP
ト

イ
レ
建
設

（
10

）
、

排
水

溝
整

備
（

30
0m

）
、

病
毒

媒

介
動
物
・
虫
の
駆
除
、
廃
棄
物
処
理
、

V
IP

視
察
活
動

 

2.
5 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
評
価
を
実
施
す
る

 

 
20

04
年

4
月
以
降
、
環
境
衛
生
活
動
に
関
す
る
月
例
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
同
会
議
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
の
全
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
所
属

の
環
境
衛
生
技
師
が
召
集
さ
れ
、
各
活
動
の
進
捗
や
共
通
課
題
へ
の
対
策
、
そ
の
他

課
題
を
共
有
し
あ
う
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

LD
H

M
T
に
提
出
す
る
環
境
衛
生
活

動
に
関
す
る
月
例
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
紙
も
導
入
さ
れ
た
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
に
お
い
て
は
、

20
03

年
以
降
毎
年
、

EH
C

の
年
間
計
画

を
作
成
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
年
間
計
画
は
、

前
年
度
の
実
績
を
評
価
し
協
議
さ
れ
た
後
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。

 

2.
6 

環
境
衛
生
と
衛
生

行
動
に
関
す
る

IE
C
活
動

を
開
発
、
実
施
す
る

 

 
衛
生
的
な
行
動
様
式
（
安
全
な
水
の
利
用
、
適
切
な
手
洗
い
の
励
行
、
衛
生
的
な
食

品
管
理
）
の
促
進
や
、
コ
レ
ラ
予
防
の
方
法
を
取
り
扱
っ
た
視
聴
覚
教
材
が
開
発
さ

れ
た

 （
T

シ
ャ
ツ
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
）
。
ま
た
、

EH
C

が
世
帯
訪

問
に
よ
る
啓
蒙
活
動
を

実
施
す
る
上
で
利
用
す
る
視
覚
教
材
も
作
成
さ
れ
た
。

  
 

視
聴
覚
教
材
等
を
用
い
て
、
住
民
へ
の
啓
蒙
活
動
を
行
う
た
め
の
研
修
が
、

EH
C
メ

ン
バ
ー
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
コ
レ
ラ
の
流
行
に
備
え
る
た
め
、
特
に
雨

季
に
集
中
し
て
、
世
帯
訪
問
に
よ
る
啓
蒙
活
動
が
す
べ
て
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
管
轄

地
域
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
。

20
04

年
及
び

20
05

年
に
各
地
区
の

EH
C
が
訪
問
し

－124－



  
5 

PD
M

バ
ー

ジ
ョ

ン
4
上

の
活

動
 

実
績

 

た
の
べ
世
帯
数
を
以
下

の
表
に
示
す
。

 

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

 
20

04
20

05
ジ
ョ
ー
ジ

 
9,

99
1

5,
75

9

チ
ャ
ワ
マ

 
8,

82
8

15
,1

00

チ
パ
タ

 
6,

31
0

7,
14

0

カ
ニ
ャ
マ

 
14

,3
60

11
,9

56

ン
ゴ
ン
ベ

 
8,

78
4

9,
48

6

ム
テ
ン
デ
レ

 
7,

38
5

4,
16

0

合
計

 
55

,6
58

53
,6

01
 

 

2.
7 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
け
る
コ
レ
ラ
予
防
・
抑

制
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
す

る
 

 
コ
レ
ラ
の
問
題
が
深
刻
化
し
た
こ
と
受
け
て
、

20
04

年
に
コ
レ
ラ
予
防
・
抑
制
の
た

め
の
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
委
員
会
は
保
健
省
本
省
、
ル
サ
カ
市
役
所
、

LD
H

M
T

と
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
（
環
境
衛
生
技
師
、
医
師
、
看
護
師
）
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
た
。
当
該
委
員
会
傘
下
に
テ
ー
マ
別
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

5
つ
設
置
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
コ
レ
ラ
対
策
が
協
議
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
提
案

を
反
映
さ
せ
た
包
括
的
な
コ
レ
ラ

対
策
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
、
委
員
会

が
承
認
し
た
。

  
 

ル
サ
カ
市
の
コ
レ
ラ
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
支
援
し
、

G
IS
（
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
す
る

発
生
動
向
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
同
シ
ス

テ
ム
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
時
系
列
的
な
コ
レ
ラ
の
広
が
り
や
住
環
境
と
コ
レ
ラ

発
生
の
関
連
性
な
ど

を
、
効
果
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

 
 

20
03

年
以
降
、

EH
C

メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
、
コ
レ
ラ
患
者
接
触
者
調
査
の
研
修
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

コ
レ

ラ
の

症
例

が
確

認
さ

れ
た

場
合

、
研

修
を

受
け

た
EH

C
メ
ン
バ
ー
は
患
者
の
家
庭
を
訪
問
し
、
患
者
家
屋
を
消
毒
す
る
と
と
も
に
、
接
触
者

を
把
握
し
て
コ
レ
ラ
の
予
防
・
抑
止

に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
、
感
染
の
拡
大
の

予
防
に
努
め
て
い
る
。

 
 

特
に

雨
季

に
は

毎
年

コ
レ

ラ
に

関
す

る
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
が

そ
れ

ぞ
れ

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
対
象
地
域
内
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
で
展
開
さ
れ
た
。
公
共
の
場
所
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
ド
ラ
マ
や
ク
イ
ズ
、
歌
な
ど
を
通
じ
て
、
コ
レ
ラ
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
え
ら
れ
た
。

 

2.
8 

関
係
者
と
と
も
に
、

水
・
衛
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
毎
年
開
催
す
る

 

 
20

04
年

1
月
に
環
境
衛
生
分
野
の
最
初
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
会
議
が
、
保
健
省

本
省
、
中
央
保
健
局
、
ル
サ
カ
州
保
健
局
、
ル
サ
カ
市
役
所
、
そ
の
他
郡
／
市
の
参

加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
主
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
他
環
境
衛
生
分
野
に
関
す
る
各
課
題
を
共
有
し
、
情
報
交
換
す
る
場
と
し
て
活
用

さ
れ
た
。
そ
の
後

20
04

年
11

月
、

20
06

年
3
月
に
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
関
係
機

関
が
参
加
し
て
い
る
。

 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

3：
5
歳

未
満

児
向

け
の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

リ
フ

ァ
ー

ラ
ル

・
サ

ー
ビ

ス
が

強
化

さ
れ

る
 

3.
1 

子
供
の
健
康
の
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
フ

ァ
ー
ラ
ル
の
効
果
的
シ
ス

テ
ム
を
開
発
、
検
討
す
る

 

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
フ
ァ
ー
ラ
ル
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
子
ど
も

の
患
者
紹
介
に
か
か
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
紹
介
用
紙

を
作
成
し
た
。

 
 

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
が

作
成

し
た

子
供

の
患

者
紹

介
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

を
も
と
に
、
各
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
（
通
常
業
務
に
お
い
て
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と

接
点
の
少
な
い
職
員
を
含
む
）
対
象
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

 
 

C
H

W
を
対
象
と
し
て
、
小
児
疾
病
の

症
状
や
子
ど
も
の
患
者
紹
介
に
関
し
て
の
研

修
を
実
施
し
た
。

研
修
後
継
続
し
て

G
M

P+
の
活
動
に
参
加

し
て
い
る

C
H

W
に
は

  
6

PD
M

バ
ー

ジ
ョ

ン
4
上

の
活

動
 

実
績

 

簡
易
な

治
療
に

必
要

な
救

急
キ

ッ
ト

が
配
布

さ
れ

た
。

N
P

に
対

し
て

は
、

栄
養
不

良
の
子
供
の
患
者
紹
介
に
か
か
る
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

  
 

保
健
施
設
で
の
迅
速
か
つ
的
確
な
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
「
危
険
な
兆
候
」

を
映
像
に
お
さ
め
た
ビ
デ
オ
等
の
様
々
な
視
聴
覚
教
材
を
開
発
し
、
養
育
者
へ
の
啓

蒙
活
動
に
活
用
し
た
。

 

3.
2 

栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

効
果
的
な
実
施
シ
ス
テ
ム

を
開
発
・
改
訂
す
る

 

 
栄

養
ク

リ
ニ

ッ
ク

は
各

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ

ー
内

で
定

期
的

に
開

催
さ

れ
る

よ
う

に
な

り
（
最
低
で
も
週

1
回
）
、
合
併
症
の
な
い
軽
度
か
ら
重
度
の
栄
養
不
良
児
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の

N
P
か
ら
、
あ
る
い
は
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
他
の
部
門
か
ら
紹
介
さ
れ

て
き
て
い
る
。
ま
た
ザ
ン
ビ
ア
大
学
付
属
教
育
病
院
（

U
TH

）
か
ら
退
院
し
た
栄
養

不
良
の
乳
幼
児
を
対
象
と
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等

も
行
わ
れ
て
い
る
。

 
 

ル
サ
カ
市
の
レ
ベ
ル
で
、
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
外
部

団
体
で
あ
る

V
al

id
 In

te
rn

at
io

na
lや

C
hi

ld
 A

dv
oc

ac
y 

In
te

rn
at

io
na

lと
連
携
し
な
が

ら
設
立
し
、
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
を
す
す
め
た
。

 
 

栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
、

N
P
や

C
H

W
対
象
に
栄
養

不

良
児
の
取
り
扱
い
や
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し
た
。

 

3.
3 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ

フ
ァ
ー
ラ
ル
の
た
め
の
ヘ

ル
ス
ポ
ス
ト
を
設
立
す
る

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ヘ
ル
ス
ポ
ス
ト
が
カ
ニ
ャ
マ
地
区
に
建
設
さ
れ
、

20
05

年
5
月
に

ザ
ン
ビ
ア
側
に
移
譲
さ
れ
た
。
こ
の
ヘ
ル
ス
ポ
ス
ト
は
、

他
地
区
に
比
し
て
管
轄
地

区
が
広
い
た
め
に
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
遠
隔
地
域
に
住
ん
で
い

る
カ
ニ
ャ
マ
地
区

住
民
に
対
し
て

G
M

P+
、
一
般
外
来
、
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

4：
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
ベ

ー
ス
と

し
た
保
健

活
動
を

支
援
す

る
た
め

に
、

LD
H

M
T
と
ヘ

ル
ス
セ
ン

タ
ー

の
計

画
・
財

務
能
力

が
強
化

さ
れ
る

 

4.
1 

ル
サ
カ
市
保
健
戦
略

計
画
策
定
を
促
進
す
る

 

 
20

04
年
に
は
ル
サ
カ
市
中
期
保
健
戦
略
計
画
（

20
04

-2
00

6）
が
策
定
さ
れ
た
。
こ

の
計
画
は
、
ル
サ
カ
市
の
保
健
行
政
に
関
す
る
中
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
、
あ
る
い

は
目
標
達
成
の
戦
略
を

明
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

LD
H

M
T

及
び
各
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ

ー
が
毎
年
そ
れ
ぞ
れ
作
成
す
る
年
間
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
本
計
画
と
連
動
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
包
括
的
に
地
域
の
保
健
目
標
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

  
 

ル
サ
カ
市
中
期
保
健
戦
略
計
画
（

20
07

-2
01

1）
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
よ

っ
て
作
成
中
で
あ
る
。

  

4.
2 

重
点
活
動
計
画
策
定

を
促
進
す
る

 

 
重
点
活
動
計
画
（

Pr
io

rit
iz

ed
 A

ct
io

n 
Pl

an
s）

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
区
の
ヘ

ル
ス
セ
ン
タ
ー

6
箇
所
に
お
い
て

20
05
、

20
06
、

20
07

の
各
年
度
分
が
作
成
さ
れ
た
。

ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
区
外
の

LD
H

M
T
管
轄
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

19
箇
所
に

お
い
て
も
、

20
06

と
20

07
年
度
分
が
作
成
さ
れ
た
。

 
 

20
05

年
に
重
点
活
動
計
画
作
成
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
が

策
定
さ
れ
、

20
06

年
に

は
改
訂
さ
れ
た
。

20
05

年
度
以
降
は

LD
H

M
T
担
当
官
と
専
門
家
が
、

LD
H

M
T
管

轄
下
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
全

25
箇
所
を
対
象
に
重
点
活
動
計
画
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

 
 

重
点

活
動

計
画

の
実

施
状

況
を

四
半

期
ご

と
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

た
め

の
報

告

様
式
が
作
成
さ
れ
た
。
ま
た
重
点
活
動
計
画
の
実
施
状
況
を
発
表
し
、
課
題
・
情
報

を
共
有
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
が

、
20

05
年
と

20
06

年
に
各
二
回
ず
つ

開
催
さ
れ
た
。

 
 

20
06

年
に
は

LD
H

M
T
管
轄
下
の
全
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
対
象
に
、
年
間
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
書
類
作
成
の
た
め
の
研
修
を
実
施
し
た
。

 

4.
3 

保
健
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る

 

 
20

05
年
に
、
情
報
共
有
を
推
進
す
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
結
成
さ
れ
た
。
ま
た
、

ル
サ
カ
市
保
健
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
（

19
98

-2
00

4）
と
保
健
デ
ー
タ
ブ
レ
テ
ィ
ン
（

20
05
）

が
保
健
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
編
さ
ん
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
刊
行

－125－
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物
に
よ
り
、

LD
H

M
T

及
び
管
轄
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
「
根
拠
に
基
づ
く
計

画
立
案
」
が
推
進
さ
れ
た
。

 
 

20
05

年
1
月
か
ら
は
、

LD
H

M
T
管
轄
の
す
べ
て
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
を
対
象
に
、

月
例
保
健
情
報
ブ
レ
テ
ィ
ン
が
作
成
・
配
布
さ
れ
て
い
る
。

  

4.
4 

LD
H

M
T
の
財
務
・

資
源
配
分
の
分
析
を
実
施

す
る

 

 
20

05
年
に

LD
H

M
T
の
財
源
及
び
財
政
状
況
の
詳
細
分
析

を
行
う
た
め
の
財
務
管
理

委
員
会
を
結
成
し
、
年
間
財
務
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
。

  
 

財
務
管
理
委
員
会
の
分
析
の
結
果
、

LD
H

M
T

及
び
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
財

務
管
理
能
力
や
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
係
る
能
力
開
発
の
ニ
ー
ズ
が
確
認
さ
れ
た
。

そ

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、

LD
H

M
T

と
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
を
対
象
に
財
務
管
理

シ
ス
テ
ム
（

FA
M

S）
や
保
健
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（

H
M

IS
）
、
会
計
処
理
の
研
修

が
実
施
さ
れ
た
（

FA
M

S
研
修
は

LD
H

M
T
職
員
及
び
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
長
を
対
象
、

FA
M

S/
H

M
IS

研
修
は

LD
H

M
T
の
出
納
係
を

対
象
、
会
計
処
理
研
修
は
ヘ
ル
ス
セ

ン
タ
ー
の
会
計
担
当
官
を
対
象
に
行
わ
れ
た
）
。

  
 

各
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
財
務
収
支
報
告
書
の
レ
ビ
ュ
ー
と
修
正
を
指
導
し
た
。
ま
た

正
確
に
グ
ラ
ン
ト
や
そ
の
他
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の

収
入
を
記
録
す
る
た
め
の
収
入
台

帳
を
作
成
し
、
導
入
し
た
。

 

4.
5 

継
続
的
品
質
改
善
 

（
C

Q
I）

を
通
じ
て
、
業
務

効
率
性
を
改
善
す
る

 

 
5S

（
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、
躾
）
に
基
づ
く
「
継
続
的
な

質
的
改
善
」
運
動

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
導
入
す
る
た
め
に
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
作
成
さ
れ
た
。

20
04

年
に

5S
活
動
の
研
修
が
実
施
さ
れ
、
以
後

5S
委
員
会
が

対
象
地
区
の
全
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
で

結
成
さ
れ
た
。
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
多

少
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら

5S
委
員
会
は
積
極
的
に

5S
活
動
を
推
進
し
、
ヘ

ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
職
場
改
善
に
貢
献
し
て
い
る
。

 
 

5S
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
数
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象

地
区
外
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

19
箇
所
で
も

5S
を
普
及
す
る
活
動
が
行
わ
れ
た
。

  
 

5S
活
動
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

5S
担
当
者
会
議
が
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
。

 
 

5S
を
推
進
す
る
た
め
の
様
々
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
た
（
大
掃
除
の
日
、
年

間
5S

賞
、
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
月
間

5S
部
門
賞
等
）
。

 
 

ン
ゴ
ン
ベ
地
区
で
は
、

5S
委
員
会
が
清
掃
用
品
を
購
入
す
る
た
め
の
独
自
の

収
入
向

上
活
動
を
開
始
し
た
。

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

5：
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
ベ

ー
ス
と

し
た
保

健
活
動

の
持
続

性
を
確

保
す
る

た
め
に

、
住
民

組
織
の

管
理

能
力
が

強
化
さ
れ

る
 

5.
1 

N
H

C
活
動
強
化
の

た
め
の
効
果
的
メ
カ
ニ

ズ

ム
を
構
築
す
る

 

 
20

05
年
に
は
住
民
保
健
委
員
会
（

N
ei

gh
bo

rh
oo

d 
H

ea
lth

 C
om

m
itt

ee
:N

H
C
）
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
た
。
協
議
を

重
ね
た
末
、

N
H

C
の
責
任
の
範
囲
を
明
確
化
し
活
動
を
標
準
化
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

20
06

年
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。

 
 

ジ
ョ
ー
ジ
、
ム
テ
ン
デ
レ
、
ン
ゴ
ン
ベ
、
チ
パ
タ
に
つ
い
て
は
、

N
H

C
メ
ン
バ
ー
の

選
出
に
際
し
、
住
民
を
対
象
と
す
る
選
挙
に
つ
い
て
の
啓
蒙
活
動
や
、
選
挙
プ
ロ
セ

ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

N
H

C
メ
ン
バ
ー
が
選
出
さ
れ
た
後
に
は
、
メ
ン

バ
ー
を
対
象
に

N
H

C
の
役
割
や
活
動
に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（

2
日
間
）

と
基
本
的
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
の
研
修

（
1
日
間
）
を
実
施
し
た
。

  
 

ジ
ョ
ー
ジ
、
チ
パ
タ
、
チ
ャ
ワ
マ
、
カ
ニ
ャ
マ
地
区
に
お
い
て
は
、

N
H

C
に
よ
り
、

各
地
区
で
活
動
を
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間
の
調
整
を
す

る
た
め
の
合
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

  
 

20
06

年
に
は
、
全
ル
サ
カ
市
の

N
H

C
代
表
を
集
め
て
、
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ

、

各
地
区
に
お
け
る
課
題
や
情
報
の
共
有
を
図
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
会
議
は
、

N
H

C
を

対
象
と
し
た
も
の
と
し
て
は
、
は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

 

  
8

PD
M

バ
ー

ジ
ョ

ン
4
上

の
活

動
 

実
績

 

5.
2 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン
ド
・

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
区
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
の
た
め
の
収
入
創
出
活
動
を
管
理
・
運
営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
・

フ
ァ
ン
ド
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は

N
H

C
、

C
H

W
、

N
P、

EH
C
の
代

表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

同
委
員
会
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
の
た

め
に
、
各
種
研
修
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
コ
ス
ト
計
算
、
会
計
、
在
庫
管
理
等
）

が

実
施
さ
れ
た
。
同
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
れ
ら
研
修
に
加
え
て
実
際
の
事
業
運

営
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
る
。

 
 

本
件
評
価
時
ま
で
に
収
入
創
出
事
業
を

7
件
立
ち
上
げ
、
そ
の
う
ち

6
件
が
利
益
を

あ
げ
て
い
る
（
ジ
ョ
ー
ジ
、
チ
ャ
ワ
マ
、
チ
パ
タ
地
区
で
の
有
料
公
衆
ト
イ
レ
、

ン

ゴ
ン
ベ
、
カ
ニ
ャ
マ
、
ム
テ
ン
デ
レ
で
の
製
粉
事
業
）
。
前
述
の

6
事
業
の
う
ち
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
支
給
を
開
始
し
て

い
る
の
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
地
区
の
有
料
公
衆
ト
イ
レ
と
ン
ゴ
ン
ベ
の
製
粉
事
業
に
限
ら

れ
て
い
る

2 。
 

    
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
2  プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
チ

ャ
ワ

マ
、

ム
テ

ン
デ

レ
地

区
で

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

支
給

が
開

始
さ

れ
た

。
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区分 成果品 内容

ガイドライン
GMP＋実施ガイドライン

(Operational guideline on GMP+ in Lusaka District)

ヘルスセンター職員からコミュニティボランティア（CHW/NP）を対象にGMP＋の実施要領を記
した手引き。2003年3月にテクニカル委員会が作成。2003年3月に初版が作成された後、
2006年8月に改訂版が発行された。

マニュアル
栄養普及員マニュアル
(Nutrition Promoters Manual)

栄養普及員のための活動マニュアル。栄養クリニックの運営方法や栄養失調児のケアにつ
いての手引き。2003年3月に初版が作成された後、2006年8月に改訂版が発行された。

研修
ガイドライン

栄養普及員研修ガイド
(Guide for training of Nutrition Promoters)

栄養普及員を養成するための指導者マニュアル。CHW養成の研修のカリキュラムや指導者
マニュアルは既に政府が発行しているため、栄養普及員のみ作成。2003年3月に初版が作
成された後、2006年8月に改訂版が発行された。

活動関連
ツール

栄養相談カード
(Nutrition Counseling Cards）

栄養普及員が栄養クリニック等で養育者と栄養相談を実施する際に、使用するガイド。栄養
クリニックでのサービスの標準化を目的とした。

啓蒙用
IEC教材

GMP+の啓蒙：養育者の参加を促すためのIEC教
材各種

GMP＋啓蒙ポスター、Tシャツ、リーフレット、CHWs・NPsユニフォーム、ヘルスセンター職員
用エプロン、カレンダー等

　
大豆プロモーション：子供の栄養失調を改善する
ための食品として、大豆を広く普及させるための
IEC教材各種

大豆レシピブック、大豆マーケティングガイド

アウトプット1：コミュニティをベースとした子供の成長促進活動が強化される

４．成果品リスト
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区分 成果品 内容

マニュアル
PHASTツールマニュアル

(PHAST　Part1: Tool manual)
PHAST全ツールの使用に関する解説と視覚教材の縮小版をまとめた手引き。2003年5月に初
版が作成された後、2004年6月に改訂版が発行された。

マニュアル
PHAST　フィールドマニュアル

(PHAST　Part2: Field Tool)
PHASTワークショップで使用する視覚教材を各ツールごとにまとめたワークショップキット。

2003年5月に初版が作成された後、2004年6月に改訂版が発行された。

ガイドライン
PHASTモニタリング・評価ガイドライン

(Guideline for Monitoring and evaluation on PHAST)
PHASTワークショップ実施後に展開する活動のモニタリング及び評価する方法を規定。2003
年5月作成。

ガイドライン

地域におけるコレラアウトブレイク対応策
(Cholera outbreak control measures at community level
)

コミュニティボランティア向けにコレラ予防とコレラが発生したときの対応策について規定。

ガイドライン

コレラ予防とコレラが発生したときのステップガイ
ド

(Step by step guide for cholera prevention and control)
コレラの予防と対策のためのステップガイド。

ガイドライン

都市部計画居住区における排水溝建設ガイドラ
イン

(Guideline on drainage construction in Peri-urban
setting)

環境衛生委員会の委員を対象に排水溝建設の研修を実施した際にしようしたガイドライン。

ガイドライン

コレラ対策実施ガイドライン
(Lusaka District Operational Guideline for Cholera
Prevention and Control)

ルサカ市においてコレラ予防と対策に関する戦略と活動を包括的にまとめたガイドライン。
2005年2月に、コレラ予防・抑制のための委員会によって作成・承認された。扱っているテー
マは①EPPC/RRT、②ケースマネジメント、③予防・抑止、④ロジスティクス、⑤データ管理、
等。

活動関連ツー
ル

PHAST情報ツールマニュアル

(PHAST Informative Tool Manual)

プロジェクトが作成したPHASTツールの中から、衛生啓蒙用に活用できる11ツールを選定し
情報ツールとして編纂したもの。住民が一方的な啓蒙メッセージの受け手ではなく、地域改
善の主体者として衛生問題に取り組むことを促し、かつボランティアでも十分ファシリテートで
きるような視覚教材の改訂を行った。

活動関連ツー
ル

PHAST情報ツールキット

(PHAST Informative Tool Kit) 上記マニュアルに付随して編纂された11の情報ツールをキットとして取り纏めたもの。

啓蒙用
IEC教材

一般環境衛生活動の啓蒙：適切な水の処置や、
手洗い、等衛生的な行動を呼びかけるための教
材

衛生啓蒙用Tシャツ、VIPトイレの利用者カード、安全な水や衛生環境の重要性を伝えるTシャ
ツ、等。

　
コレラ予防・対策の啓蒙：住民のコレラ予防・対
策に対しての関心を高め、情報を普及するため
の教材

コレラ予防啓蒙ポスター、リーフレット、Tシャツ、家庭訪問衛生教育用マテリアル、コレラ予防
の歌6曲とメッセージ、コレラコンタクトトレーシングチームのレインコート、等。

アウトプット2：コミュニティをベースとした環境衛生活動が改善される
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区分 成果品 内容

ガイドライン

地域におけるコミュニティ・リファーラル・システム
実施ガイドライン
(The operational guidelines on IMCI community referral
system extended from GMP+)

コミュニティボランティアが、地域よりコミュニティ・リファーラルを行うための実施要領。2005
年2月に改訂版が発行された。

啓蒙用
IEC教材

「危険な兆候」に対しての啓蒙：子供の「危険な
兆候」に関しての情報を提供し、その際CHW・NP
が適切にリファーラルを行ったり、養育者が早期
に医療施設をアクセスすることを促すための教
材

「危険な兆候」に関するビデオ、GMP+で「危険な兆候」に関して保健教育を行うためのフリッ
プチャート

アウトプット3：5歳未満児向けのコミュニティ・リファーラル・サービスが強化される
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区分 成果品 内容

活動成果品
ルサカ市中期保健戦略計画2004-2006
(Lusaka District Health Strategic Plan 2004-2006)

ルサカ市の保健行政に関する中期的ビジョンや目標、あるいは目標達成のための戦略を明
記したものである。LDHMT及び各ヘルスセンターがそれぞれ作成する年間アクションプラン
を連動させ、より包括的に地域の保健目標を達成させるためのフレームワーク。中期保健戦
略計画2007-2011は現在作成途中。

マニュアル
業務改善マニュアル

(Manual for Continuous Quality Improvement) 職場改善運動(Continuous Quality Improvement)を各ヘルスセンターで進める為のマニュアル。

マニュアル
重点活動計画マニュアル
(Manual for Prioritized Action Plan) LDHMT及び各ヘルスセンターが重点行動計画を作成するためのマニュアル。

活動関連ツー
ル

2005年度重点活動計画

(Prioritized Action Plan 2005)
プロジェクト対象地域のヘルスセンターがそれぞれ作成した年間アクションプランより、重点
活動の優先順位付けして、重点活動のみを計画にしたもの。予算、目標値も含む。

活動関連ツー
ル

2006年度重点活動計画

(Prioritized Action Plan 2006)
プロジェクト対象地域のヘルスセンターがそれぞれ作成した年間アクションプランより、重点
活動の優先順位付けして、重点活動のみを計画にしたもの。予算、目標値も含む。

活動関連ツー
ル

ルサカ市保健データブック1998－2004
(Lusaka District Health Data Book 1998-2004)

ルサカ市の過去（1998-2004）のデータをHMISから抽出・編纂し、各保健指標、社会経済指
標、あるいは保健システムに係る各視点から取り纏めたもの。「根拠に基づく計画立案」を推
進するため、発行。

活動関連ツー
ル

保健データブレティン
(Health Data Bulletin 2005)

ルサカ市の2005年度のデータをHMISから抽出・編纂し、各保健指標、社会経済指標、あるい
は保健システムに係る各視点から取り纏めたもの。「根拠に基づく計画立案」を推進するた
め、発行。

活動関連ツー
ル

年間財務報告書
(Annual Financial Report 2005)

財務官吏委員会により、ルサカ市の2005年度の財務関連データを収集・編纂されたものであ
り、LDHMT及び各ヘルスセンターの財源及び財政状況の詳細分析を記載。

活動関連ツー
ル

月例保健情報ブレティン
(Monthly Information Bulletin)

LDHMTとヘルスセンターの連絡・連携を強化するために、LDHMT職員がそれぞれの担当分
野において重要事項を記事にし、まとめてヘルスセンターに配布されているもの。2005年1月
から毎月発行。

啓蒙用
IEC教材

職場改善運動（５S）の啓蒙：適切な水の処置
や、手洗い、等衛生的な行動を呼びかけるため
の教材

職場改善運動ポスターやヘルスセンター内の5Sコンテストするための教材（最も５Sを実践して
いる部門のための表彰たて等）

区分 成果品 内容

ガイドライン

住民保健委員会（NHC)の活動ガイドライン

(Guideline for Activities of NHCs, Lusaka District
(Version 1))

プロジェクトの介入と共に住民保健委員会を活性化させるために、NHCの通常活動やその役
割を明確化し、組織強化を図るために、NHCガイドライン・ワーキンググループが結成され、
2006年1月に作成・発行された。その後20０6年10月に改訂版が発行された。

アウトプット4：コミュニティをベースとした保健活動を支援するために、LDHMTとヘルスセンターの計画・財務能力が強化される

アウトプット5：コミュニティをベースとした保健活動の持続性を確保するために、住民組織の管理能力が強化される
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５．評価用PDM（和文）
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６．標本世帯調査質問票 
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７．評価グリッドおよび質問表（LDHMT、ヘルスセンター職員、日本人専門家対象） 
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